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平成22年１月５日（火）

第2106号

虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚

毎 週 火・金曜 日 発行

告 示

○生活保護法による指定医療機関の指定…………………………………………………………（地域福祉課）…１

○生活保護法による指定医療機関の廃止の届出…………………………………………………（ 同 ）…同

○生活保護法による指定介護機関の指定…………………………………………………………（ 同 ）…２

○生活保護法による指定介護機関の廃止の届出…………………………………………………（ 同 ）…同

○公共測量の実施の通知……………………………………………………………………………（農村計画課）…同

○農林水産大臣の指定に係る保安林予定森林の通知……………………………………………（森 林 課）…３

○開発行為に関する工事の完了…………………………………………………………（村山総合支庁建築課）…同

教育委員会関係

告 示

○指定管理者の指定………………………………………………………………………………………………………同

人事委員会関係

規 則

○山形県人事委員会規則５－１（給与の支給に関する基準と手続）の一部を改正する規則……………………４

正 誤

告 示

山形県告示第１号

生活保護法（昭和25年法律第144号）第49条（中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援

に関する法律（平成６年法律第30号）第14条第４項の規定により生活保護法の規定の例によることとされる場合を

含む。）の規定により、指定医療機関を次のとおり指定した。

平成22年１月５日

山形県知事 吉 村 美 栄 子

山形県告示第２号

生活保護法（昭和25年法律第144号）第50条の２（中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の

支援に関する法律（平成６年法律第30号）第14条第４項の規定により生活保護法の規定の例によることとされる場

合を含む。）の規定により、指定医療機関から次のとおり廃止した旨の届出があった。

平成22年１月５日

山形県知事 吉 村 美 栄 子

目 次

指定年月日指 定 医 療 機 関 の 所 在 地指 定 医 療 機 関 の 名 称

平成21.12.6新庄市大字泉田19番地す こ や か 調 剤 薬 局
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山形県告示第３号

生活保護法（昭和25年法律第144号）第54条の２第１項（中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の

自立の支援に関する法律（平成６年法律第30号）第14条第４項の規定により生活保護法の規定の例によることとさ

れる場合を含む。）の規定により、指定介護機関を次のとおり指定した。

平成22年１月５日

山形県知事 吉 村 美 栄 子

山形県告示第４号

生活保護法（昭和25年法律第144号）第54条の２第４項において準用する同法第50条の２（中国残留邦人等の円

滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する法律（平成６年法律第30号）第14条第４項の規定により生活

保護法の規定の例によることとされる場合を含む。）の規定により、指定介護機関から次のとおり廃止した旨の届

出があった。

平成22年１月５日

山形県知事 吉 村 美 栄 子

山形県告示第５号

測量法（昭和24年法律第188号）第39条において準用する同法第14条第１項の規定により、山形地方法務局長か

ら次のとおり公共測量を実施する旨の通知があった。

平成22年１月５日

山形県知事 吉 村 美 栄 子

１ 公共測量を実施する地域

鶴岡市日吉町及び上畑町の各全地域

２ 公共測量を実施する期間

平成21年９月１日から同年10月28日まで

廃止年月日指 定 医 療 機 関 の 所 在 地指 定 医 療 機 関 の 名 称

平成21.10.15鶴岡市水沢楯ノ下17番地石 原 診 療 所

同 10.31鶴岡市宝町11番５号五 十 嵐 耳 鼻 咽 喉 科 医 院

同酒田市大字本楯字前田50の６大 井 歯 科 医 院

同 12.5新庄市大字泉田１番地す こ や か 調 剤 薬 局

同 12.7南陽市宮内3577黒 江 歯 科 医 院

指定年月日指定介護機関の所在地
施設又は実施

する事業の種類
指定介護機関の名称

平成21.5.1米沢市大町五丁目３番46号
訪 問 介 護

介護予防訪問介護

ハッピー米沢・ヘルパース

テーション

同 12.1山形市緑町二丁目２番40－102号
訪 問 介 護

介護予防訪問介護
エ ・ ア ロ ー ル

廃止年月日指定介護機関の所在地
施設又は実施

する事業の種類
指定介護機関の名称

平成20.6.30米沢市金池六丁目３番９号
訪 問 介 護

介護予防訪問介護

ハッピー米沢・ヘルパース

テーション
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３ 作業の種類

公共測量（登記所備付地図作成基準点設置作業）

山形県告示第６号

森林法（昭和26年法律第249号）第29条の規定により、農林水産大臣から、次のとおり保安林の指定をする予定

である旨の通知があった。

平成22年１月５日

山形県知事 吉 村 美 栄 子

１ 保安林予定森林の所在場所

最上郡真室川町大字大沢字漆坊2355－１・字内ノ沢2356－１・2380－１（以上３筆について次の図に示す部分

に限る。）

２ 保安林指定の目的

土砂の流出の防備

３ 指定施業要件

(1)立木の伐採の方法

イ 主伐は、択伐による。

ロ 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市町村森林整備計画で定め

る標準伐期齢以上のものとする。

ハ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

(2)立木の伐採の限度

次のとおりとする。

（「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を農林水産部森林課及び真室川町役場に備

え置いて縦覧に供する。）

山形県告示第７号

次の開発行為は、完了した。

平成22年１月５日

山形県知事 吉 村 美 栄 子

１ 許可番号

平成21年12月14日 指令村総建第5021号

２ 開発区域に含まれる地域の名称

上山市弁天二丁目468番、468番２、468番３、471番１、532番４、533番１、1671番３

３ 開発許可を受けた者の所在地及び名称

上山市弁天二丁目５番２号

布川 一德

教育委員会関係

告 示

山形県教育委員会告示第１号

地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第３項の規定により、山形県あかねケ丘陸上競技場の指定管理

者を次のとおり指定した。

平成22年１月５日

山 形 県 教 育 委 員 会

委 員 長 長 南 博 昭

１ 公の施設の名称 山形県あかねケ丘陸上競技場

２ 指定した団体 山形市南栄町二丁目９番26号

やまがたスポーツパーク株式会社

３ 指 定 の 期 間 平成22年４月１日から平成25年３月31日まで
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人事委員会関係

規 則

山形県人事委員会規則５－１（給与の支給に関する基準と手続）の一部を改正する規則をここに公布する。

平成22年１月５日

山 形 県 人 事 委 員 会

委 員 長 小 野 勝

別記様式第５号を次のように改める。
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部
分 鴬

交
通
機
関
の
な
い
部
分

の
距
離

襖

日
㎞

㎞
㎞

㎞
㎞

（
学
校
）
→
（

）

㎞

運
休
す
る
理
由

運
休
期
間

億
の
う
ち
運
休
期
間
の

あ
る
部
分
の
距
離

億
の
う
ち
１
日
の
運
行
回
数
が
８
往
復
以
下
で
あ
る
部
分
の
運
行
回
数
別
内
訳

億
の
う
ち
バ
ス
の

部
分

億
の
う
ち
鉄
道
、軌
道
、

索
道
の
部
分

交
通
機
関
の
あ
る
部
分

の
距
離

億
１
往
復
以
下

２
～
３
往
復

４
～
５
往
復

６
～
８
往
復

日

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

） ㎞

交
通
困
難
と
な
る
理
由

交
通
困
難
と
な
る
期
間 荻

黄
の
う
ち
急
勾
配

か
つ
狭
あ
い
等
の

部
分

沖

黄
の
う
ち
急
勾
配

又
は
狭
あ
い
等
の

部
分

岡

襖
の
う
ち
交
通

困
難
と
な
る
部

分
黄

鴎
の
部
分
の
状
況

襖
の
う
ち
急
勾
配
か

つ
狭
あ
い
等
の
部
分 鴎

鴬
の
部
分
の
状
況

襖
の
う
ち
急
勾
配
又

は
狭
あ
い
等
の
部
分 鴬

交
通
機
関
の
な
い
部
分

の
距
離

襖

日
㎞

㎞
㎞

㎞
㎞

（
学
校
）
→
（

）

㎞

運
休
す
る
理
由

運
休
期
間

億
の
う
ち
運
休
期
間
の

あ
る
部
分
の
距
離

億
の
う
ち
１
日
の
運
行
回
数
が
８
往
復
以
下
で
あ
る
部
分
の
運
行
回
数
別
内
訳

億
の
う
ち
バ
ス
の

部
分

億
の
う
ち
鉄
道
、軌
道
、

索
道
の
部
分

交
通
機
関
の
あ
る
部
分

の
距
離

億
１
往
復
以
下

２
～
３
往
復

４
～
５
往
復

６
～
８
往
復

日

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

） ㎞

交
通
困
難
と
な
る
理
由

交
通
困
難
と
な
る
期
間 荻

黄
の
う
ち
急
勾
配

か
つ
狭
あ
い
等
の

部
分

沖

黄
の
う
ち
急
勾
配

又
は
狭
あ
い
等
の

部
分

岡

襖
の
う
ち
交
通

困
難
と
な
る
部

分
黄

鴎
の
部
分
の
状
況

襖
の
う
ち
急
勾
配
か

つ
狭
あ
い
等
の
部
分 鴎

鴬
の
部
分
の
状
況

襖
の
う
ち
急
勾
配
又

は
狭
あ
い
等
の
部
分 鴬

交
通
機
関
の
な
い
部
分

の
距
離

襖

日
㎞

㎞
㎞

㎞
㎞

（
学
校
）
→
（

）

㎞

運
休
す
る
理
由

運
休
期
間

億
の
う
ち
運
休
期
間
の

あ
る
部
分
の
距
離

億
の
う
ち
１
日
の
運
行
回
数
が
８
往
復
以
下
で
あ
る
部
分
の
運
行
回
数
別
内
訳

億
の
う
ち
バ
ス
の

部
分

億
の
う
ち
鉄
道
、軌
道
、

索
道
の
部
分

交
通
機
関
の
あ
る
部
分

の
距
離

億
１
往
復
以
下

２
～
３
往
復

４
～
５
往
復

６
～
８
往
復

日

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

） ㎞
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陸 上

最
寄
り
の
高
等
学
校
ま
で
の
状

況 高
等
学
校
の
名
称

（
）

所
在
地

（
）

陸 上

最
寄
り
の
郵
便
局
ま
で
の
状
況

郵
便
局
の
名
称

（
）

所
在
地

（
）

陸 上

市
町
村
教
育
委
員
会
ま
で
の
状

況 市
町
村
教
育
委
員
会
の
名
称

（
）

所
在
地

（
）

陸 上

最
寄
り
の
金
融
機
関
ま
で
の
状

況 金
融
機
関
の
名
称

（
）

所
在
地

（
）

交
通
困
難
と
な
る
理
由

交
通
困
難
と
な
る
期
間 荻

黄
の
う
ち
急
勾
配

か
つ
狭
あ
い
等
の

部
分

沖

黄
の
う
ち
急
勾
配

又
は
狭
あ
い
等
の

部
分

岡

襖
の
う
ち
交
通

困
難
と
な
る
部

分
黄

鴎
の
部
分
の
状
況

襖
の
う
ち
急
勾
配
か

つ
狭
あ
い
等
の
部
分 鴎

鴬
の
部
分
の
状
況

襖
の
う
ち
急
勾
配
又

は
狭
あ
い
等
の
部
分 鴬

交
通
機
関
の
な
い
部
分

の
距
離

襖

日
㎞

㎞
㎞

㎞
㎞

（
学
校
）
→
（

）

㎞

運
休
す
る
理
由

運
休
期
間

億
の
う
ち
運
休
期
間
の

あ
る
部
分
の
距
離

億
の
う
ち
１
日
の
運
行
回
数
が
８
往
復
以
下
で
あ
る
部
分
の
運
行
回
数
別
内
訳

億
の
う
ち
バ
ス
の

部
分

億
の
う
ち
鉄
道
、軌
道
、

索
道
の
部
分

交
通
機
関
の
あ
る
部
分

の
距
離

億
１
往
復
以
下

２
～
３
往
復

４
～
５
往
復

６
～
８
往
復

日

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

） ㎞

交
通
困
難
と
な
る
理
由

交
通
困
難
と
な
る
期
間 荻

黄
の
う
ち
急
勾
配

か
つ
狭
あ
い
等
の

部
分

沖

黄
の
う
ち
急
勾
配

又
は
狭
あ
い
等
の

部
分

岡

襖
の
う
ち
交
通

困
難
と
な
る
部

分
黄

鴎
の
部
分
の
状
況

襖
の
う
ち
急
勾
配
か

つ
狭
あ
い
等
の
部
分 鴎

鴬
の
部
分
の
状
況

襖
の
う
ち
急
勾
配
又

は
狭
あ
い
等
の
部
分 鴬

交
通
機
関
の
な
い
部
分

の
距
離

襖

日
㎞

㎞
㎞

㎞
㎞

（
学
校
）
→
（

）

㎞

運
休
す
る
理
由

運
休
期
間

億
の
う
ち
運
休
期
間
の

あ
る
部
分
の
距
離

億
の
う
ち
１
日
の
運
行
回
数
が
８
往
復
以
下
で
あ
る
部
分
の
運
行
回
数
別
内
訳

億
の
う
ち
バ
ス
の

部
分

億
の
う
ち
鉄
道
、軌
道
、

索
道
の
部
分

交
通
機
関
の
あ
る
部
分

の
距
離

億
１
往
復
以
下

２
～
３
往
復

４
～
５
往
復

６
～
８
往
復

日

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

） ㎞

交
通
困
難
と
な
る
理
由

交
通
困
難
と
な
る
期
間 荻

黄
の
う
ち
急
勾
配

か
つ
狭
あ
い
等
の

部
分

沖

黄
の
う
ち
急
勾
配

又
は
狭
あ
い
等
の

部
分

岡

襖
の
う
ち
交
通

困
難
と
な
る
部

分
黄

鴎
の
部
分
の
状
況

襖
の
う
ち
急
勾
配
か

つ
狭
あ
い
等
の
部
分 鴎

鴬
の
部
分
の
状
況

襖
の
う
ち
急
勾
配
又

は
狭
あ
い
等
の
部
分 鴬

交
通
機
関
の
な
い
部
分

の
距
離

襖

日
㎞

㎞
㎞

㎞
㎞

（
学
校
）
→
（

）

㎞

運
休
す
る
理
由

運
休
期
間

億
の
う
ち
運
休
期
間
の

あ
る
部
分
の
距
離

億
の
う
ち
１
日
の
運
行
回
数
が
８
往
復
以
下
で
あ
る
部
分
の
運
行
回
数
別
内
訳

億
の
う
ち
バ
ス
の

部
分

億
の
う
ち
鉄
道
、軌
道
、

索
道
の
部
分

交
通
機
関
の
あ
る
部
分

の
距
離

億
１
往
復
以
下

２
～
３
往
復

４
～
５
往
復

６
～
８
往
復

日

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

） ㎞

交
通
困
難
と
な
る
理
由

交
通
困
難
と
な
る
期
間 荻

黄
の
う
ち
急
勾
配

か
つ
狭
あ
い
等
の

部
分

沖

黄
の
う
ち
急
勾
配

又
は
狭
あ
い
等
の

部
分

岡

襖
の
う
ち
交
通

困
難
と
な
る
部

分
黄

鴎
の
部
分
の
状
況

襖
の
う
ち
急
勾
配
か

つ
狭
あ
い
等
の
部
分 鴎

鴬
の
部
分
の
状
況

襖
の
う
ち
急
勾
配
又

は
狭
あ
い
等
の
部
分 鴬

交
通
機
関
の
な
い
部
分

の
距
離

襖

日
㎞

㎞
㎞

㎞
㎞

（
学
校
）
→
（

）

㎞

運
休
す
る
理
由

運
休
期
間

億
の
う
ち
運
休
期
間
の

あ
る
部
分
の
距
離

億
の
う
ち
１
日
の
運
行
回
数
が
８
往
復
以
下
で
あ
る
部
分
の
運
行
回
数
別
内
訳

億
の
う
ち
バ
ス
の

部
分

億
の
う
ち
鉄
道
、軌
道
、

索
道
の
部
分

交
通
機
関
の
あ
る
部
分

の
距
離

億
１
往
復
以
下

２
～
３
往
復

４
～
５
往
復

６
～
８
往
復

日

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

） ㎞
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陸 上

最
寄
り
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
ま
で
の
状
況

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
名
称

（
）

所
在
地

（
）

陸 上

最
寄
り
の
市
の
中
心
地
ま
で
の

距
離
市
の
名
称

（
）

所
在
地

（
）

陸 上

県
庁
所
在
地
又
は
こ
れ
に
準
ず

る
都
市
の
中
心
地
ま
で
の
距
離

県
庁
所
在
地
等
の
名
称

（
）

所
在
地

（
）

陸 上

最
寄
り
の
船
着
場
ま
で
の
状
況

（
島
所
在
学
校
の
み
記
入
）

船
着
場
の
名
称

（
）

所
在
地

（
）

月
間
の
定
期
航
行
回
数

１
日
の
定
期
航
行
回
数

本
土
か
ら
の
海
上
距
離

海
上
交
通
部
分
の
状
況

（
島
所
在
学
校
の
み
記
入
）

回
回

（
）
→
（

）

㎞

交
通
困
難
と
な
る
理
由

交
通
困
難
と
な
る
期
間 荻

黄
の
う
ち
急
勾
配

か
つ
狭
あ
い
等
の

部
分

沖

黄
の
う
ち
急
勾
配

又
は
狭
あ
い
等
の

部
分

岡

襖
の
う
ち
交
通

困
難
と
な
る
部

分
黄

鴎
の
部
分
の
状
況

襖
の
う
ち
急
勾
配
か

つ
狭
あ
い
等
の
部
分 鴎

鴬
の
部
分
の
状
況

襖
の
う
ち
急
勾
配
又

は
狭
あ
い
等
の
部
分 鴬

交
通
機
関
の
な
い
部
分

の
距
離

襖

日
㎞

㎞
㎞

㎞
㎞

（
学
校
）
→
（

）

㎞

運
休
す
る
理
由

運
休
期
間

億
の
う
ち
運
休
期
間
の

あ
る
部
分
の
距
離

億
の
う
ち
１
日
の
運
行
回
数
が
８
往
復
以
下
で
あ
る
部
分
の
運
行
回
数
別
内
訳

億
の
う
ち
バ
ス
の

部
分

億
の
う
ち
鉄
道
、軌
道
、

索
道
の
部
分

交
通
機
関
の
あ
る
部
分

の
距
離

億
１
往
復
以
下

２
～
３
往
復

４
～
５
往
復

６
～
８
往
復

日

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

） ㎞

交
通
困
難
と
な
る
理
由

交
通
困
難
と
な
る
期
間 荻

黄
の
う
ち
急
勾
配

か
つ
狭
あ
い
等
の

部
分

沖

黄
の
う
ち
急
勾
配

又
は
狭
あ
い
等
の

部
分

岡

襖
の
う
ち
交
通

困
難
と
な
る
部

分
黄

鴎
の
部
分
の
状
況

襖
の
う
ち
急
勾
配
か

つ
狭
あ
い
等
の
部
分 鴎

鴬
の
部
分
の
状
況

襖
の
う
ち
急
勾
配
又

は
狭
あ
い
等
の
部
分 鴬

交
通
機
関
の
な
い
部
分

の
距
離

襖

日
㎞

㎞
㎞

㎞
㎞

（
学
校
）
→
（

）

㎞

運
休
す
る
理
由

運
休
期
間

億
の
う
ち
運
休
期
間
の

あ
る
部
分
の
距
離

億
の
う
ち
１
日
の
運
行
回
数
が
８
往
復
以
下
で
あ
る
部
分
の
運
行
回
数
別
内
訳

億
の
う
ち
バ
ス
の

部
分

億
の
う
ち
鉄
道
、軌
道
、

索
道
の
部
分

交
通
機
関
の
あ
る
部
分

の
距
離

億
１
往
復
以
下

２
～
３
往
復

４
～
５
往
復

６
～
８
往
復

日

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

） ㎞

交
通
困
難
と
な
る
理
由

交
通
困
難
と
な
る
期
間 荻

黄
の
う
ち
急
勾
配

か
つ
狭
あ
い
等
の

部
分

沖

黄
の
う
ち
急
勾
配

又
は
狭
あ
い
等
の

部
分

岡

襖
の
う
ち
交
通

困
難
と
な
る
部

分
黄

鴎
の
部
分
の
状
況

襖
の
う
ち
急
勾
配
か

つ
狭
あ
い
等
の
部
分 鴎

鴬
の
部
分
の
状
況

襖
の
う
ち
急
勾
配
又

は
狭
あ
い
等
の
部
分 鴬

交
通
機
関
の
な
い
部
分

の
距
離

襖

日
㎞

㎞
㎞

㎞
㎞

（
学
校
）
→
（

）

㎞

運
休
す
る
理
由

運
休
期
間

億
の
う
ち
運
休
期
間
の

あ
る
部
分
の
距
離

億
の
う
ち
１
日
の
運
行
回
数
が
８
往
復
以
下
で
あ
る
部
分
の
運
行
回
数
別
内
訳

億
の
う
ち
バ
ス
の

部
分

億
の
う
ち
鉄
道
、軌
道
、

索
道
の
部
分

交
通
機
関
の
あ
る
部
分

の
距
離

億
１
往
復
以
下

２
～
３
往
復

４
～
５
往
復

６
～
８
往
復

日

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

） ㎞

交
通
困
難
と
な
る
理
由

交
通
困
難
と
な
る
期
間 荻

黄
の
う
ち
急
勾
配

か
つ
狭
あ
い
等
の

部
分

沖

黄
の
う
ち
急
勾
配

又
は
狭
あ
い
等
の

部
分

岡

襖
の
う
ち
交
通

困
難
と
な
る
部

分
黄

鴎
の
部
分
の
状
況

襖
の
う
ち
急
勾
配
か

つ
狭
あ
い
等
の
部
分 鴎

鴬
の
部
分
の
状
況

襖
の
う
ち
急
勾
配
又

は
狭
あ
い
等
の
部
分 鴬

交
通
機
関
の
な
い
部
分

の
距
離

襖

日
㎞

㎞
㎞

㎞
㎞

（
学
校
）
→
（

）

㎞

運
休
す
る
理
由

運
休
期
間

億
の
う
ち
運
休
期
間
の

あ
る
部
分
の
距
離

億
の
う
ち
１
日
の
運
行
回
数
が
８
往
復
以
下
で
あ
る
部
分
の
運
行
回
数
別
内
訳

億
の
う
ち
バ
ス
の

部
分

億
の
う
ち
鉄
道
、軌
道
、

索
道
の
部
分

交
通
機
関
の
あ
る
部
分

の
距
離

億
１
往
復
以
下

２
～
３
往
復

４
～
５
往
復

６
～
８
往
復

日

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

）

㎞

（
）
→
（

） ㎞
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学
校
か
ら
各
要
素
ま
で
の
略
図
等

名
称
（

）

所
在
地
（

）

図
書
館
・
博
物
館
等

ま
で

の
距

離
計

交
通
機
関
の

な
い
部
分

交
通
機
関
の

あ
る
部
分

k
m

（
k
m
）

k
m

k
m

（
k
m
）

使
用
可

・
使
用
不
可

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス

の
利

用
環

境

使
用
可

・
使
用
不
可

携
帯
電
話
の
利
用
環
境

人
教

員
数

計
交
通
機
関
の

な
い
部
分

交
通
機
関
の

あ
る
部
分

本
校
ま
で
の
距
離

k
m

（
k
m
）

k
m

k
m

（
k
m
）

距
離

人
口

市
町
村
名

都
市

近
郊

k
m

万
人

地
域
の
実
情

記
号

碓文
調

査
校

碓駅
鉄

道
駅

碓停
停

留
所

碓総
旧

総
合

病
院

碓病
病

院

碓診
診

療
所

碓高
高

等
学

校

碓〒
郵

便
局

碓教
市

町
村

教
委

碓金
金

融
機

関

碓ス
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

碓市
市

の
中

心
地

碓県
県
庁
所
在
地
等

碓船
船

着
場

碓図
図

書
館

碓博
博

物
館

碓ホ
ホ

ー
ル

鉄
道

路
線

バ
ス

路
線

道
路

道
路
の
う
ち

狭
あ
い
等
の

部
分

道
路
の
う
ち

急
勾
配
等
の

部
分

道
路
の
う
ち

急
勾
配
か
つ

狭
あ
い
等
の

部
分

航
路

自
家

自
家

水
道
・

・
・
天
水
等

給
水

給
水

飲
料

水
の

供
給
上
記
の
具
体
的
状
況

有
毒
ガ
ス
等
・
風
土
病
・
湿
潤
・
極
寒
・
多
雪
・
そ
の
他

不
健

康
地
上
記
の
具
体
的
状
況

計
６
k
m

以
上

４
k
m
以
上

６
k
m
未
満

４
k
m

未
満

遠
距
離
通
学
児
童
生
徒
の
率

人
人

人
人

人
員

1
0
0
％

％
％

％
比

率

（
浄
化
装

置
あ
り
）

（
浄
化
装

置
な
し
）
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別記様式第５号附表を削る。

附 則

１ この規則は、平成22年４月１日から施行する。ただし、次項の規定は公布の日から施行する。

２ この規則の施行の日以後のへき地学校等の指定又は指定の変更に係る山形県人事委員会規則５－１（給与の支

給に関する基準と手続）第101条の４の規定による申請は、この規則の施行前においても、改正後の別記様式第

５号の規定の例により行うことができる。

正 誤

正誤行ページ
県公報

番 号
発行年月日

給料給料及び扶養手当23６号外（39）平成21.11.30

第73号。以下この項において

「平成21年改正条例」という。）

第73号）24同同同

平成21年改正条例同条例同同同同

条例の規定及び平成21年改正条

例第９条の規定による改正後の

山形県職員等の給与に関する条

例等の一部を改正する条例（平

成17年12月県条例第103号）附則

第６項から第８項までの規定

条例の規定同同同同

給料給料及び扶養手当28同同同

第73号。以下この項において

「平成21年改正条例」という。）

第73号）29同同同

平成21年改正条例同条例同同同同

条例の規定及び平成21年改

正条例第９条の規定による

改正後の山形県職員等の給

与に関する条例等の一部を

改正する条例（平成17年12

月県条例第103号）附則第６

項から第８項までの規定に

よるものとした場合の」と

する。

別表第７のチの表２級の欄中

「 「

」 」

に改める。

別表第９第11項調整数の欄

条例の規定によるものとし

た場合の」とする。

別表第９第11項調整数の欄

30同同同

ようにとおり８９同同

第１号第１号から第３号まで1111同同

3334

3435

3436

3537

35
を

37

3638

3638

3739

3839

3940
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第１号及び第３号第１号から第３号まで14同同同

は、人事委員会が定める。

（昇格時号給対応表の改正に

伴う経過措置）

12 施行日から平成22年３月31

日までの間において、新たに

給料表の適用を受けることと

なった職員及び降格、昇給又

は復職時等における号給の調

整以外の事由によりその受け

る号給に異動のあった職員

（個別に人事委員会の承認を

得て号給を決定することとさ

れている職員を除く。）の当該

適用又は異動の日における号

給については、なお従前の例

によることができる。

（住居届等に関する経過措

置）

は、人事委員会が定める。

（住居届等に関する経過措

置）

2313同同

131225同同同

141329同同同

ようにとおり36同同同

第１号第１号から第３号まで46同同同

第１号及び第３号第１号から第３号まで47同同同

最上郡大蔵村大字合海字明土

503番１から

同 大字清水字清水

2583番８まで

最上郡大蔵村大字合海字明土

503番から

同 大字清水字清水

2583番まで

121320第2103号同 12.18

最上郡大蔵村大字合海字明土

503番１から

同 大字清水字清水

2583番８まで

最上郡大蔵村大字合海字明土

503番から

同 大字清水字清水

2583番まで

下から11同同同
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